
 

このままでは、部活帰りの女子中高生たちが被害を受けてしまう。何とか女性の力になりたい、

と考えた。これまでの支援を振り返ると、病気の方や障がいのある方、そして高齢者や子ども

たちが最優先され、若い女性に対する支援が抜け落ちていたということに気がついた。」と語る。 

田端さんは、震災時中高生だった子が、復興に向け必死になっている親の姿を見て、自分の

悩みを打ち明けたり甘えたりすることがなかなかできず、これまでかなりの部分で我慢し続け

てきたことを危惧している。そこで、厚生労働省と復興庁の補助金事業で行っている「よりそ

いホットライン」のうち、岩手・宮城・福島に住む人を対象にした専用ラインの中の一つ「10

代・20代の女の子の相談」を他県の団体と連携を図りながら開設し、相談を受け始めた。電話

相談の他にグループチャット「もやもやルーム」も運営している。「10 代・20 代の女の子の相

談」は火、木、土曜日の 16 時から翌日の 4 時まで、「もやもやルーム」は毎日開設しており、

水、金曜日以外は 17 時から 19 時まで、水曜日は 15 時から 20 時、金曜日が 17 時から 22時と

なっている。（「よりそいホットライン」についての詳細はコチラ→http://279338.jp/yorisoi/#top） 

奈良県出身の田端さんは、岩手に来てもう 20年になる。岩手に来る前から女性の権利に関す

る 
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◇ 今回はこの方を紹介します。 

一般社団法人 ＧＥＮ・Ｊ （ジェンダー・イコーリティー・ネットワーク・ジャパン） 

田端 八重子（たばた やえこ） 代表理事 

 
田端代表理事 

一般社団法人ＧＥＮ・Ｊ(ジーイーエヌ・ジェイ）は、平成 27年 4

月に設立された法人である。あらゆる人々が安全で安心な暮らしがで

きる社会の実現に向け、ジェンダー・イコーリティー（男女共同参画）

の視点に立ちながら事業を展開している。 

田端代表理事が法人を立ち上げるきっかけとなったのは「東日本大

震災津波」である。「震災後何度も沿岸部を訪問した際、まちの明か

りが少なく真っ暗な状況を目の当たりにし、身の震える思いがした。 

ることを学び、法律の改正に向け議員会館に

も何度も足を運んだ。女性の権利に対する思

い入れは人一倍強い。女性を支える仕組みを

さらに良くしていくために、これからも歩み

続ける覚悟だ。 

（※1月 15日、「GEN・J」事務所にて三橋
みつはし

が取材） 
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